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白岩地区の冬祭り「白岩燈火祭」では、地元の皆
さんが協力し祭りを作り上げています。参道のか
がり火の点火を告げる雲巖寺の鐘を鳴らすのは白
岩小学校の児童たち。祭りの雰囲気を鐘の音が盛
り上げます。（関連記事３ページ）

祭りに響く重厚な鐘の音



今
年
も
地
域
と
交
流
の
あ
る
国
際
教
養

大
学
の
皆
さ
ん
が
祭
り
に
参
加
し
ま
し

た
。
今
回
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大

学
の
学
生
も
訪
れ
、
祭
り
の
準
備
も
手

伝
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

会
場
で
踊
り
の
輪
が
広
が
っ
た
元
気
白
岩
ひ

で
こ
節
踊
り
。

　

１
月
22
日
、
仙
北
市
障
害
者
総
合
支
援
協
議
会
暮

ら
し
・
相
談
部
会
（
伊
藤
弘
昭
部
会
長
）
が
、
冬
期

間
に
お
け
る
仙
北
市
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
状
況
に
つ

い
て
、
実
際
に
市
街
地
な
ど
を
歩
き
な
が
ら
確
認
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
視
覚
障
が
い
者
の
方
の
同
行
を
得
て
、

角
館
駅
と
田
沢
湖
駅
と
二
班
に
分
か
れ
、
駅
周
辺
か

ら
見
回
り
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

視
覚
障
が
い
者
の
方
が
雪
道
を
歩
行
す
る
際
に
注

意
し
て
い
る
事
柄
を
聞
き
取
り
な
が
ら
、
道
路
や
施

設
の
周
囲
を
改
め
て
見
直
す
と
、
積
雪
で
で
き
た
小

さ
な
段
差
な
ど
、
気
に
な
る
点
が
い
く
つ
か
見
つ
か

り
ま
し
た
。

安
全
な
雪
下
ろ
し
の
た
め
の
知
識
を
学
ぶ

雪
下
ろ
し
技
能
講
習
会

1月22日
神代就業改善センター

上：はしご設置の注意点を実演。
左：消防士の説明を受けながらロープの
結び方を習得しました。

全
国
公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
別
賞

角
館
公
民
館
だ
よ
り
「
き
ず
な
」

12月17日
角館地区

　このたび白寿を迎えられた方々に、仙
北市からお祝いと花束がそれぞれ贈呈さ
れました。

市
民
バ
リ
ア
フ
リ
ー
啓
発
活
動
を
展
開

仙
北
市
障
害
者
総
合
支
援
協
議
会　

暮
ら
し
・
相
談
部
会

1月22日
角館 ･田沢湖地区

おめでとうございます

1月26日・30日・2月1日
仙北市

白寿のお祝い
１
月
30
日
、
高
橋
ト
キ
ヱ
さ
ん
が
白
寿

を
迎
え
ま
し
た
。

２
月
１
日
、
原
充
さ
ん
が
白
寿
を
迎
え

ま
し
た
。

１
月
26
日
、
千
葉
カ
ツ
さ
ん
が
白
寿
を

迎
え
ま
し
た
。

　

1
月
22
日
、
神
代
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
と
神
代
出

張
所
で
雪
下
ろ
し
技
能
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
近
年
、

雪
下
ろ
し
中
の
事
故
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

安
全
な
作
業
方
法
を
身
に

つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
仙

北
市
と
秋
田
県
が
昨
年
度

か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
26
人
が
参
加
し

て
、
複
数
で
作
業
す
る
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
命
綱
を
着

用
す
る
な
ど
、
雪
下
ろ
し
時
に

気
を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
学
び

ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
技
講
習
で
は
角
館

消
防
署
・
田
沢
湖
分
署
・
西
木

分
署
の
消
防
士
に
よ
る
ロ
ー
プ

の
結
び
方
と
安
全
な
雪
下
ろ
し

の
実
演
指
導
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
真
剣
な
表
情
で
説
明
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

交差点などを注意深く観察
する参加者。冬期間は雪な
どの障害物も多くみられま
した。

　

こ
の
度
、
角
館
公
民
館
だ
よ

り
「
き
ず
な
」
が
、
全
国
公
民

館
連
合
が
主
催
す
る
第
５
回
全

国
公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。、
題

字
、
似
顔
絵
、
漫
画
な
ど
が
優

れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
手
書

き
の
温
か
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
る

と
評
価
を
受
け
ま
し
た
。「
き
ず

な
」は
編
集
委
員（
草
彅
稔
代
表
）

の
６
人
が
取
材
し
、
Ａ
３
版
二

つ
折
り
で
、
５
５
０
０
部
を
地

域
に
届
け
て
い
ま
す
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
１
９
５

点
の
応
募
作
品
か
ら
入
賞
し
た

こ
と
に
対
し
、
草
彅
稔
代
表
は

「
入
賞
は
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご

協
力
の
お
か
げ
。
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
話
し

ま
し
た
。

読
ん
で
得
す
る
記
事
の
掲
載
を
モ
ッ
ト
ー
に
刊

行
さ
れ
、
現
在
23
号
が
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
い
き
の

わ
だ
い

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

　

２
月
７
日
、「
第
14
回
白
岩
城

址
燈
火
祭
」
が
白
岩
平
城
を
主

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
世
、
近
世
の
白
岩
の
繁
栄

を
、
本
町
通
り
や
白
岩
家
城
址

館
山
参
道
の
か
が
り
火
で
再
現

す
る
こ
の
祭
り
。
午
後
６
時
、

雲
巖
寺
の
鐘
の
音
と
共
に
館
山

参
道
に
か
が
り
火
が
灯
さ
れ
る

と
辺
り
は
幻
想
的
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

打
ち
上
げ
花
火
や
火
振
り
か

ま
く
ら
、
綱
引
き
大
会
な
ど
多

彩
な
催
し
に
、
会
場
を
訪
れ
た

皆
さ
ん
が
祭
り
を
大
い
に
楽
し

み
ま
し
た
。

仙北市
の

　 まつり冬
白岩城址燈火祭

数百のかがり火が歴史を照らす

か
が
り
火
の
明
か
り
が

　
祭
り
を
盛
り
上
げ
、　
　

　
　
多
彩
な
催
し
で
賑
わ
う

　

協
議
会
で
は
今
回
の
提
言
を
ま
と
め
、
今

後
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
啓
発
活
動
に
役
立
て
て

い
く
予
定
で
す
。

火
振
り
か
ま
く
ら
の
体
験
で
は
、
勢
い
を
増

す
炎
に
歓
声
が
沸
き
ま
し
た
。

ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ
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現
在
の
施
設
は
築
40
年
を
超
え
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
病

院
そ
の
も
の
の
医
療
機
能
の
低
下
が
心
配
さ
れ
、
新
し
い
医
療
や
快

適
な
空
間
の
提
供
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
市
民
に
信
頼
さ

れ
る
良
質
な
医
療
を
継
続
的
に
提
供
し
続
け
る
た
め
、
ま
た
、
地
域

的
な
人
口
減
少
・
年
齢
構
成
の
変
化
に
対
し
、
適
正
規
模
へ
の
見
直

し
も
含
め
、
平
成
29
年
春
の
竣
工
を
目
指
し
、
仙
北
市
立
角
館
総
合

病
院
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る
良
質
な
医
療
を
提
供
し
続
け
る
た
め
に

新
病
院
建
設
事
業
概
要

新病院建設事業概要

角
館
総
合
病
院

角館総合病院

病
院
経
営
は
黒
字
維
持
を
努
力

　

今
後
の
病
院
経
営
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
25

年
度
末
で
15
億
７
０
０
万
円
の
累
積
欠
損
金
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
の
多
く
は
減
価
償
却
費
で

あ
り
、
現
金
支
出
を
伴
わ
な
い
費
用
と
な
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
危
惧
さ
れ
る
負
債
と
は

全
く
異
な
る
も
の
で
す
。
減
価
償
却
費
を
除
い

た
収
支
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
の
病
院
建
設

105

46

角
館
バ
イ
パ
ス

角館駅

至大曲

至盛岡

至秋田

武
家
屋
敷
通
り

工
事
中

現角館総合病院
落合運動公園
落合野球場

市道
岩瀬北野線

新角館総合病院

玄関から見た院内のイメージ

【新病院事業概要】

構造　鉄筋コンクリート造地上 4 階建（一部鉄骨）

延床面積　16,034.17 ㎡　　　建築面積　  9,256.49 ㎡

新病院標榜科目（14 科目）
消化器内科・呼吸器内科・循環器内科・外科・脳
神経外科・整形外科・耳鼻咽喉科・産婦人科・小
児科・精神科・眼科・泌尿器科・皮膚科・歯科

病床数　一般病床 170 床　精神病床 36 床

老
朽
化
し
た
現
病
院
で
は
中
核
病
院

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
困
難

　

角
館
総
合
病
院
は
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ

や
年
間
約
８
万
人
の
入
院
患
者
と
14
万
５
千
人

の
外
来
患
者
が
利
用
し
て
い
る
仙
北
市
の
基
幹

的
医
療
機
関
で
す
。
ま
た
、
災
害
拠
点
病
院
に

指
定
さ
れ
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
）
も
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
建
築
後
40
～
50
年
た
っ
て
老
朽
化

は
進
み
、
新
た
な
医
療
機
器
を
導
入
す
る
に
も

手
狭
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
営
的
に
も
、
人
口

減
少
な
ど
に
よ
り
患
者
数
は
徐
々
に
減
り
、
病

床
利
用
率
も
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

年
間
数
百
万
円
か
ら
数
千
万
円
の
純
損
失
を
計

上
す
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
病
院
に
対
す

る
様
々
な
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
意

見
箱
の
設
置
や
患
者
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で
多
く
の
方
が

不
満
と
感
じ
て
い
る
項
目
と
し
て
、
診
察
や
会

計
ま
で
の
待
ち
時
間
が
長
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
、
駐
車
場
が
狭
い
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
ス
タ
ッ
フ

の
言
葉
遣
い
や
接
遇
に
不
満
を
訴
え
る
意
見
も

あ
り
ま
す
。

　

山
積
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、
市
民
に
信

頼
さ
れ
、
良
質
な
医
療
を
継
続
的
に
提
供
し
続

け
る
た
め
に
、
新
築
に
よ
る
施
設
整
備
が
必
要

な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

予
定
年
度
以
降
も
黒
字
を
維
持
し
、
内
部
留
保

も
確
保
で
き
る
試
算
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
さ
ら
に
収
益
の
向
上
策
や
経
常
経
費
の
見
直

し
、
歳
出
の
抑
制
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

新
病
院
は
わ
か
り
や
す
く
快
適
に
！

　

さ
て
、
新
病
院
は
ど
の
よ
う
な
計
画
か
、
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
新
し
い
病
院
に
向
か
う
と
、

駐
車
場
中
央
入
口
か
ら
玄
関
前
の
大
お
お
び
さ
し
庇
ま
で
直
線

で
結
ば
れ
、
わ
か
り
や
す
い
動
線
で
入
口
に
入
る

事
が
で
き
ま
す
。

　

新
病
院
の
入
口
の
ロ
ビ
ー
前
か
ら
外
来
、
リ

ハ
ビ
リ
ゾ
ー
ン
ま
で
、
広
い
通
路
（
ホ
ス
ピ
タ

ル
ス
ト
リ
ー
ト
）
を
採
用
し
、
認
識
し
や
す
く
、

込
み
合
う
時
間
帯
で
も
目
的
の
診
察
、
診
療
室

等
へ
向
か
う
事
が
可
能
で
す
。
外
来
患
者
さ
ん

の
利
用
す
る
診
療
部
門
を
全
て
１
階
に
配
置

し
、
上
下
階
の
移
動
を
す
る
こ
と
な
く
、
診
療
・

検
査
・
会
計
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
、
移
動

負
担
が
軽
減
で
き
ま
す
。
待
合
は
南
側
か
ら
の

採
光
も
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
病
院
に
導
入
が
予
定
さ
れ
る
院
内

情
報
シ
ス
テ
ム
が
本
格
稼
働
し
た
場
合
、
診
察

時
・
会
計
時
の
待
ち
時
間
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

新
病
院
の
基
本
理
念

　

新
病
院
は
、
市
の
基
幹
病
院
と
し
て
市
民
の

生
命
・
健
康
を
守
る
た
め
、
急
性
期
医
療
※
を

中
心
と
し
た
一
般
病
床
と
精
神
病
床
で
構
成
さ

れ
ま
す
。
救
急
医
療
や
地
域
に
不
足
し
て
い
る

小
児
科
・
産
婦
人
科
・
成
人
病
対
策
医
療
を
効

率
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
ま
で
の
長
期
事
業
で
、
医
師
・
看

護
師
ほ
か
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
に
な
り
ま
す
。

※
急
性
期
医
療
：「
病
気
の
進
行
を
止
め
る
」「
病
気
の

回
復
が
見
込
め
る
目
処
を
つ
け
る
」
ま
で
の
間
提
供

す
る
医
療
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大曲仙北医師会角館ブロック会 

会長代行　鬼川 温氏

市立角館総合病院の新築・移転への期待

　大曲・仙北二次医療圏における中核病院

である仙北組合総合病院が、昨年 5 月に大

曲厚生医療センターとして新築・移転した

のは記憶に新しいところです。建物・設備のみならず、診療内容

もより充実し、医師会としても心強く思っております。

　その一方、仙北市は広大な面積を持ち、田沢湖地区・西木地区

には大曲厚生医療センターまで片道 1 時間以上かかる地域が存在

します。したがって市民の皆さんへ十分な医療を提供する上で、

市立角館総合病院は必要不可欠な存在です。にもかかわらず、建

物の老朽化や手狭さは如何ともし難いものがありました。

　このたび、新病院建築費の補正予算が市議会で可決され、建築

工事が始まる見込みに成りました事は、誠に悦ばしく思いますと

共に安堵致しております。

　しかしながら昨今の医療情勢は厳しく、新病院が軌道に乗るた

めには市民の皆さんのご協力が不可欠です。新病院に期待される

のはもちろんですが、皆さんの力で新病院を大きく育てていただ

く事を切にお願い申し上げます。

　医師会と致しましても、病院と開業医との間の病診連携をより

緊密に進め、地域医療を守っていく所存です。

【
新
病
院
建
設
事
業
の
進
捗
状
況
】

平
成
22
年
３
月　

市
立
角
館
総
合
病
院
新
病
院
基
本
構
想
を

元
に
事
業
化
を
開
始
。

平
成
23
年
５
月　

市
立
角
館
総
合
病
院
建
設
用
地
選
定
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、建
設
用
地
の
検
討
を
開
始
。

平
成
23
年
９
月　

右
記 

建
設
用
地
選
定
検
討
委
員
会
よ
り
建

設
用
地
を
答
申
。（
現
建
設
地
・
南
高
跡
地
）

　
　
　
　
　
　
　

※
同
時
期
に
、
秋
田
県
よ
り
高
等
学
校
再
編
に
つ
い

て
の
計
画
発
表
が
有
り
現
在
の
建
設
用
地
に
決
定
。

平
成
24
年
７
月　

仙
北
市
病
院
事
業
構
想
・
市
立
角
館
総
合

病
院
基
本
計
画
策
定
委
員
会
設
置
要
綱
を

制
定
、
新
病
院
建
設
に
つ
い
て
の
基
本
設

計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
手
続
き
と
評
価
基
準
等

の
明
確
化
を
行
う
。

平
成
24
年
12
月　

新
病
院
基
本
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り

㈱
佐
藤
総
合
計
画
東
北
事
務
所
を
最
適
任

者
と
し
て
決
定
。
翌
年
１
月 

㈱
佐
藤
総
合

計
画
東
北
事
務
所
と
基
本
設
計
業
務
委
託

契
約
を
締
結
。

平
成
25
年
９
月　

市
立
角
館
総
合
病
院
基
本
設
計
業
務
委
託

完
了
。
新
病
院
の
基
本
配
置
が
決
定
。

平
成
25
年
10
月　

仙
北
市
議
会
特
別
委
員
会
で
新
病
院
基
本
設

計
が
了
承
。
同
月
、
実
施
設
計
業
務
委
託

を
㈱
佐
藤
総
合
計
画
東
北
事
務
所
と
締
結
。

平
成
26
年
５
月　

新
病
院
実
施
設
計
が
完
了
。
そ
の
後
、
同

年
７
月
に
建
築
確
認
申
請
許
可
を
取
得
。

平
成
26
年
９
月　

入
札
会
予
定
も
参
加
各
社
辞
退
に
よ
り
中

止
。
そ
の
後
、
現
在
の
建
設
市
況
を
踏
ま

え
、
再
度
建
築
工
事
費
を
算
定
。

平
成
26
年
12
月　

仙
北
市
議
会
に
増
額
し
た
建
築
工
事
費
の

補
正
案
を
提
示
、
市
議
会
本
会
議
で
の
議

案
可
決
に
よ
り
、
新
病
院
建
築
工
事
に
つ

い
て
の
入
札
を
12
月
22
日
付
け
で
公
告
。

平
成
27
年
１
月　

入
札
会
を
開
催
。
２
社
が
応
札
し
、
㈱
安

藤･

間 

東
北
支
店
が
落
札
候
補
者
と
な
る
。

 
 

 

【３】施設内部計画 

 

  ４．病室計画 

   1）快適な病室計画 

    ・医療ガス、コンセント、スイッチ、ナースコール等は患者さんの頭上ではなく、ベッドサイド縦型に配置し、

スタッフや患者さんの利便性の向上を図ります。またベッドに横になったまま外部を見ることができるよう

窓腰高さを低くし、患者さんの療養環境の向上を図ります。 

    ・壁や収納棚には木調の材料を使用し、家庭的でやすらぎのある環境づくりをおこないます。 

   2）4 床室 

    ・ベッドサイドリハビリや看護・診療等のスペースを十分確保します。またベッド間隔を十分確保することで、

感染防止にも配慮した計画とします。 

    ・病室の療養環境加算 8 ㎡/床以上を確保します。 

   3）1 床室 

    ・ベッドサイドに家族や診察用のスペースを確保した奥行きのある構成とします。 

   4）特定（重症個室） 

    ・ベッドまわりの処置スペースを充分に確保し、医療機器の設置がしやすい計画とします。 

    ・外部窓側にモニター器材等が置けるカウンターを設け、病室スペースの有効利用と重症対応が可能な計画と

します。 

   5）特別 1 床室 

    ・十分な診療スペースに加え、トイレ、ミニキッチン、浴室などを設置し、木質系のインテリアを採用した、

アメニティの高い特別病室とします。 

   6）個室率 

    ・メンタルヘルス病棟を除いた４看護単位(170 床)での個室数は 50 床となり、個室率 29.4％を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  柱 700 角 

  ① 0.33×5.16 ＝ 1.7028 

  ② 4.7525×5.885 ＝ 27.968 

  ③ 0.755×0.7425 ＝ 0.56 

  ④ 0.87×2.00 ＝ 1.74 

  ⑤ 0.755×0.8825 ＝ 0.666 

             32.6368 

 （断熱材 30 ㎜、ﾎﾞｰﾄﾞ 12.5 ㎜×2 枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４床室内観イメージ 
（ロッカー、床頭台は備品） 

病室構成表 

E
小児 婦人科 産科 整形外科泌尿器科循環器科 眼科 脳外科 外科 消化器科

メンタル
ヘルス科

１床 2 2 5 4 2 6 2 3 5 16

特定床 1 2 1 6 2 1

特室 1 1

LDR 2

感染症 2 1

保護室 3

２床 4 2

４床 4 3 4 2 5 2 5 4

４床（亜急性期） 1 1

計（床/科） 2 3 7 30 14 29 10 31 13 31 36

計（床/看護単位） 36

A B C D

42 43 41 44

１床室平面図 ４床室平面図 

8 ㎡/床算定図 

１床室平面図（WC 付）

Ｐ９  
 

 

【４】仕上げ・仕様概要 

 

  ２．内部計画 

   1）色彩計画 

    ・医療を機能的に行うための環境をつくるとともに、利用する人々に快適な印象を与え、患者さんの不安を

和らげる環境をつくります。 

    ・患者さんや外来者の不安や緊張感を和らげるため、落ち着きのある色彩や素材の質感が感じられる内

装材を採用します。 

    ・光庭を介して自然光を積極的に取り入れ、明るくシンプルで清潔感のあるデザインを基本とします。 

    ・長く安心して利用できる素材に機能･清掃性を加味し、流行に左右されること無く飽きの来ないシン

プルな色彩選定を基本とします。 

   2）内観計画 

    ・建物内部は自然光を積極的に取り入れ、明るくシンプルで清潔感のあるデザインを基本とし、ユニバーサル

デザインの徹底を図ります。 

    ・訪れる患者さんや外来者の不安や緊張感を和らげるため、落着きのある色彩や素材の質感が感じられる内装

材を採用し、外装、植栽、サイン等とも調和させた計画とします。 

 

   1．パブリックゾーン → 街の要素を併せ持つ場 

    ・エントランスは明るく自然な色合い・素材で構成し、安心感を得られる空間をつくります。 

    ・分かりやすい色相の変化と統一による、識別性・サイン性のある空間とします。 

     色分布位置 ： 伝統的な、味わい深い、温厚な 

 

   ２．外来・診療エリア ⇒ 治療の場 

    ・外来エリアは患者さんの不安を和らげ、落ち着きを感じることができる雰囲気をつくります。 

    ・診療エリアは安らぎを感じる仕上げの配色とします。 

     色分布位置 ： やすらいだ、うるおいのある 

 

   ３．病棟エリア ⇒ 生活の場 

    ・病棟は患者さんにとっての生活空間となるため、家庭的で落ち着きのある色彩や質感のある材料を使用し、住

環境としての快適性に配慮した計画とします。 

色分布位置 ： 家庭的な、くつろいだ 

 

   ４．スタッフエリア ⇒ 機能的活動とコミュニケーションの場 

    ・執務諸室は機能性を重視した上で、メンテナンス性に配慮し、清潔でさわやかな配色とします。 

スタッフ間のコミュニケーションの場は、潤いのある安らいだ配色でリラックスできる空間をつくります。 

色分布位置 ： 清潔な、さわやかな、やすらいだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外来受付から待合、主出入り口を見た内観イメージ 

スタッフエリア 

外来･診療エリア 

病棟エリア 

パブリックゾーン 

出展：（株）日本カラー研究所 

Ｐ11 

一般用エレベータ

ステーション ステーション

ステーション ステーション

処置 処置

処置
面談 面談

家族控

処置

小児科、産婦人科、整形外科病棟

小児科、産婦人科、整形外科病棟

外科、消化器内科病棟

泌尿器科、循環器内科病棟

眼科、脳神経外科病棟

外科、消化器内科病棟

泌尿器科、循環器内科病棟

手術部

ラウンジラウンジ

看護 看護

看護 看護

中央材料
滅菌室

SS SS

SS

病院
主玄関

検査

外来

外来

外来

救急

外来

外来

更衣

メンタルヘルス
外来

メンタルヘルス
病棟

透析

リハビリテーション
医事課

栄養科

リネン SPD

放射線科

レストラン

一般用エレベータ

薬剤科

内視鏡

採血
光庭

光庭

光庭

光庭

時間外
外来入口

救急
出入口

守

車椅子
玄関

ホスピタルストリート

病室内観イメージ

外来受付から待合、主出入り口を見た内観イメージ

1 階平面図 ▼

正面入口から総合受付前の広さをそのままに外来診察、
透析、リハビリテーションへと続く広い通路（ホスピタ
ルストリート）を設け、各診察部門前には受付を配置し
ています。検査や放射線撮影も含めて、外来の受診から
支払まで全て 1 階のフロアで済ますことが可能です。

（１階・２階とも完全なバリアフリー建物です）

す
べ
て
の
外
来
・
診
療
部
門
を
集
約

　
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
も
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
診
で
き
る
環
境
を
提
供

静
か
な
環
境
と
効
率
的
な

　
　
　
　
ス
タ
ッ
フ
動
線
を
両
立

▼
2 階平面図

一般病床の集約と手術部門のみで構成され、静
かな環境で療養いただけます。看護ステーショ
ンが中央に集約されていることで、緊急時など、
他病棟から看護師の応援要請 ･ 連携する際に素
早い対応が可能となります。また、エレベーター
を降りた廊下の先にラウンジを設け、入院患者
さんとご家族のだんらんができます。

仙北市病院事業管理者　宮川 信

市立角館総合病院の移転新築について

　仙北市病院事業の運営につきましては、

日頃から格別なるご支援ご協力をいただき

厚くお礼申し上げます。仙北市病院事業は、

ご承知のとおり、市立角館総合病院・市立

田沢湖病院の 2 つの病院事業が 1 つになっており、市内を中心に

地域医療を担ってまいりたいと思っております。

　角館総合病院は、施設の老朽化から、患者さまの良好な療養環

境の提供、高度化する医療技術や患者ニーズの多様化に対応する

ことが喫緊の課題でありました。

　現在の老朽化した施設では限界があることから、地域の中核病

院および災害拠点病院としての機能整備を充実するため、移転新

築することといたしました。

　この移転新築整備は、地域の皆さんに一層の安心・安全を提供

できる地域医療の充実を図るためのもので、結果として、病院事

業全体の健全経営に結びつくものと思っております。

　病院事業職員一丸となって安定した地域医療の提供体制を構築

し、今後、ますます医療の質を高め、救急医療にも力を注ぎなが

ら「患者さまのための医療」すなわち、良質の医療、効率的に、

地域住民の目線にたった医療を提供してまいりたいと思います。

　また、今後はそれぞれの病院、診療所が単体ではなく、地域全

体の中でそれぞれの専門分野に特化した診療を担う時代になって

きていますので、地域の医療機関とのさらなる連携を図ってまい

りたいと考えております。よろしくお願い申し上げます。

市立角館総合病院 看護部長   菅原 智恵子

私達は、患者さん中心の医療を提供し、

皆さんに信頼される病院を目指します

　市立角館総合病院理念のもと、看護部は

患者さんの検査から治療ヘと連なる一連の

診療援助と、患者さんが過ごされる空間の

環境整備を 24 時間絶え間なく行っております。

　移転新築計画について、看護師の立場で議論を重ねる中で看護

師としての新病院の輪郭が見えてまいりました。新病院において

は、「患者さんに快適な空間を提供すること」そして、「職員一人

ひとりがこの病院で仕事ができる事を幸せと思えること」を各部

門と連携して取り組んでまいります。

　平成 25 年 6 月より市民の皆さんからのご助言もあり、患者さん

退院時アンケートを実施しております。厳しいご意見もございます

が、多くの方々から「良く頑張っているね」「応援しています」な

どのお言葉を頂き、私共スタッフの励みになっております。ご意

見や苦情については真摯に対応し接遇の向上に努めてまいります。

　何より今が大切と考え地域に根差した看護目標を設定し平成 29

年新病院の姿とともに、「おもてなし」をキーワードに開催される東

京オリンピックに肖って「看護の心 = おもてなしの心」ホスピタリ

ティ溢れる看護を実感していただけるよう日々努力してまいります。

今後とも皆さんのご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

市立角館総合病院 院長　西野 克寛

角館総合病院の新築移転後の役割と近未来

　懸案の新築移転が実現間近となり、改めて

皆さんの多面的ご支援に感謝申し上げます。

　新病院には災害時対応、平時の安全安心

な医療提供と質向上が求められ、周辺の病

院や診療所との連携、医療スタッフの結集が必須で、平成 19 年院長

就任から診療科目の維持を前提に、以上のことを念頭に 3 つの自共

助の事業に取組んでいます。1) 基幹型臨床研修病院指定と運用、診

療向上のため　2) 大腸がんに関する厚労省班研究事業（工藤進英班

長）　3) スーパードクター（脳血管内治療の坂井信幸、松本康史等）

の 10 年間招聘と脳卒中後の機能回復の国際会議の定期開催です。

　次第に他大学や医療機関と交流が深まり、現在、消化器 3 名含む

開院以来最多の内科医師 7 名、内科外科系を両輪とする診療体制が

整いつつあります。2) は秋田県大腸がん死率を長年の 2 位から平成

26 年には 9 位とし、世界初の自動診断能内蔵型内視鏡での治療が期

待されます。3) の血管内治療の権威、坂井信幸部長は 10 年間仙北

市住民を多数救い、当院に県内 4 人目（県南初）の専門医を育て、

残りの重要課題は循環器科の常勤化と認知症対策です。

　今後、仙北市では高齢化と人口減少は待ったなしで、足下を見据

えた将来展望が必要です。平成 26 年の国際福祉大学調査では東北で

医療、介護とも余裕有に選ばれた秋田周辺医療圏と横手医療圏に隣

接する大仙仙北医療圏の中核病院である当院は、県南医療を補完で

きることを示唆します。今回の病院新築は絶好のチャンスで、仙北

市の未来への投資です。以上、開院前夜の当院の現状と方向性の一

部をご紹介しました。今後とも地域に愛される病院づくりを目指し

ますので、格別のご指導ご支援をよろしくお願い申し上げます。

1F

2F

新病院建設事業概要
角館総合病院
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●
業
務
内
容
／
児
童
相
談
、
児
童
虐
待

等
に
関
す
る
相
談
援
助
、
相
談
記
録

作
成
、
家
庭
・
学
校
訪
問
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関
係
機

関
と
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絡
調
整
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●
募
集
人
数
／
１
人

●
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件
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自
動
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通
免
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取
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で
パ
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コ
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な
操
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で
き
る
方
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つ
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は
ハ
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ワ
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ご
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だ
さ
い
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新
規
就
農
者
や
集
落
営
農
な
ど
の
経

営
体
の
育
成
・
確
保
を
推
進
す
る
た
め
、

経
営
の
多
角
化
等
に
取
り
組
む
際
に
必

要
と
な
る
農
業
用
機
械
の
導
入
等
を
支

援
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に

よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
／
２
月
27
日 

金  

●
問
合
せ
／
農
山
村
活
性
課（
西
木
庁
舎
）

☎
（
43
）
２
２
０
６

仙
北
市
家
庭
相
談
員
の
募
集

平
成
27
年
度
経
営
体
育
成
支
援
事
業

農
業
用
機
械
の
導
入
な
ど
を

支
援
し
ま
す

●
雇
用
期
間
／
平
成
27
年
４
月
１
日
～

平
成
28
年
３
月
31
日
（
契
約
更
新
の

可
能
性
あ
り
）

●
募
集
期
間
／
３
月
10
日 

火 

ま
で

●
申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

紹
介
状
と
履
歴
書
を
子
育
て
推
進
課

へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法
／
面
接
に
て
選
考

●
問
合
せ
／
子
育
て
推
進
課（
西
木
庁
舎
）

☎
（
43
）
２
２
８
０

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
土
曜
・
日
曜
・

年
末
年
始
を
除
き
毎
週
月
曜
か
ら
金
曜

ま
で
祝
日
も
通
常
通
り
ゴ
ミ
収
集
を
行

い
ま
す
。

　

収
集
に
伴
い
、
祝
日
も
平
日
同
様
に

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
を

16
時
30
分
ま
で
受
付
し
ま
す
が
、
土
曜

日
の
搬
入
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
最
終
処

分
場
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
、
広
報
に
て
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
27
年
度
の
ゴ
ミ
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
は
３
月

中
旬
頃
配
布
予
定
で
す
。

４
月
か
ら
ゴ
ミ
の
収
集
体
制
が
変
更
に
な
り
ま
す

ゴ
ミ
の
適
正
処
理
を
お
願
い
し
ま
す

　

事
業
所
や
商
店
か
ら
出
た
ゴ
ミ
は
集

積
所
へ
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市

で
は
、
そ
の
様
な
ゴ
ミ
は
回
収
し
な
い

た
め
集
積
所
へ
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ゴ
ミ
集
積
所
を
利
用
し
て
い
る

地
域
の
方
々
の
た
め
に
も
絶
対
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

事
業
所
や
商
店
か
ら
出
た
ゴ
ミ
は
環

境
保
全
セ
ン
タ
ー
や
各
最
終
処
分
場
へ

直
接
持
ち
込
む
か
、
市
が
許
可
を
し
て

い
る
収
集
運
搬
業
者
へ
依
頼
す
る
な
ど

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

　
２
月
27
日 

金   

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域

セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎
（
43
）
１
１
１
７

【
平
成
27
年
３
月
２
日
納
期
限
の
税
目
】

　

口
座
振
替
日
も
納
期
限
と
同
日
で
す

の
で
、
前
日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）・
第

８
期

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
）・
第
８
期

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で

す
。各
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
、

地
域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２
月
27
日 

金
　  

『
夜
間
納
税
窓
口
』
開
設
の

お
知
ら
せ

自
己
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
廃
棄

物
処
理
法 

第
３
条
）

　

許
可
業
者
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

※
産
業
廃
棄
物
は
、
市
で
回
収
や
処
理
を
し

ま
せ
ん
。
産
業
廃
棄
物
の
処
理
や
運
搬

の
許
可
を
持
っ
て
い
る
業
者
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
生
活
環
境
課
（
角
館
庁
舎
）

☎
（
43
）
３
３
０
８

　

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
（
角
館
町
薗
田
）

☎
（
54
）
３
３
０
５

　

12
月
７
日 

日 

執
行
の
仙
北
市

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
で
、

告
示
日
（
11
月
30
日 

日
）
に
行

わ
れ
た
立
候
補
受
付
時
点
で
第

１
選
挙
区
（
田
沢
湖
地
域
）
定

数
９
人
、
第
２
選
挙
区
（
角
館

地
域
）
定
数
６
人
、
第
３
選
挙

区
（
西
木
地
域
）
定
数
５
人
に

農
業
委
員
会
会
長
に
羽
川
氏

　

平
成
26
年
12
月
20
日
、
第
17

回
仙
北
市
農
業
委
員
会
総
会
が

西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
会
長
に
羽
川
正
幸
氏
、

会
長
職
務
代
理
者
に
藤
村
隆
清

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
年
齢
は
平
成
26
年
12
月
20
日
現
在

仙
北
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
結
果

●
当
選
人
（
無
投
票
・
順
序
は
届
出
順
）

第１選挙区

佐
藤 

和

66
歳

田
沢
湖
角
館
東
前
郷

高
橋 

政
敏

55
歳

田
沢
湖
神
代

倉
橋 

重
基

57
歳

田
沢
湖
生
保
内

千
葉 

惣
永

68
歳

田
沢
湖
生
保
内

眞
崎 

純
孝

64
歳

田
沢
湖
卒
田

藤
原 

由
悦

71
歳

田
沢
湖
生
保
内

大
石 

知

44
歳

田
沢
湖
梅
沢

藤
村 

紀
章

39
歳

田
沢
湖
岡
崎

羽
川 

正
幸

65
歳

田
沢
湖
田
沢

第２選挙区

佐
藤 

孝
典

64
歳

角
館
町
下
川
原

青
柳 

良
信

54
歳

角
館
町
下
延

山
手 

善
美

64
歳

角
館
町
白
岩

辻
　 

均

66
歳

角
館
町
八
割

鈴
木 

八
寿
男

55
歳

角
館
町
雲
然

糸
井 

淳

67
歳

角
館
町
山
谷
川
崎

●
推
薦
に
よ
り
選
ば
れ
た
農
業
委
員
会
委
員

農
協
推
薦

草
彅 

隆

60
歳

角
館
町
白
岩
堂
野
口

共
済
推
薦

佐
藤 

二
郎

70
歳

西
木
町
小
渕
野

土
地
改
良
区
推
薦

大
石 

温
基

64
歳

田
沢
湖
梅
沢

議
会
推
薦

平
岡 

裕
子

64
歳

田
沢
湖
小
松

齋
藤 

瑠
璃
子

30
歳

西
木
町
小
山
田

佐
藤 

善
栄

63
歳

田
沢
湖
刺
巻

山
本 

實

76
歳

角
館
町
山
谷
川
崎

第３選挙区

野
中 

秀
人

66
歳

西
木
町
桧
木
内

門
脇 

博
美

64
歳

西
木
町
桧
木
内

沢
山 

純
一

72
歳

西
木
町
西
明
寺

藤
村 

隆
清

57
歳

西
木
町
小
渕
野

田
村 

博
美

80
歳

西
木
町
小
山
田

対
し
て
同
数
の
立
候
補
と
な
り
、

全
選
挙
区
と
も
無
投
票
で
当
選

と
な
り
ま
し
た
。

●
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　
☎
（
43
）
１
１
５
０

●総務課　☎43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎43-1351　
●神代出張所（サポートセンター）　☎43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎48-2001　
●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎49-2159
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仙
北
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
正

し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
、
健
康
で
元

気
に
暮
ら
す
た
め
の
指
針
と
し
て
「
第

２
期
仙
北
市
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
食
育
」

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
関

連
情
報
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
仙
北
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
の
計
画
も
あ

わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
食
育

　

健
康
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
世
代

に
お
い
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ

た
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

仙
北
市
で
は
、
第
２
期
仙
北
市
食

育
推
進
計
画
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

を
妊
娠
・
授
乳
期
、
乳
幼
児
期
、
学

童
期
、
思
春
期
、
青
年
・
壮
年
期
、

高
齢
期
の
6
つ
に
区
分
し
、
各
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
で
の
取
り
組
み
目
標
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
高
齢
期
の
場
合
は
、
目

標
を
「
食
で
元
気
に
、
食
文
化
を
次

世
代
に
伝
え
ま
し
ょ
う
」
と
定
め
、

食
事
等
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
次
の
こ

と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
野
菜
だ
け
を
食
べ
て
い
る
よ
り
、

肉
や
魚
を
し
っ
か
り
食
べ
て
い
る

方
が
元
気
で
あ
る
こ
と

仙北市食育推進会議・総合産業研究所    ☎ 43-2243 毎月 19 日は食育の日

食
育
っ
て
何
だ
ろ
う

？②
高
血
圧
や
糖
尿
病
を
抱
え
て
塩
分

制
限
・
カ
ロ
リ
ー
制
限
を
必
要
と
さ

れ
て
い
る
方
で
も
栄
養
価
の
高
い

鶏
卵
や
魚
卵
は
週
１
～
２
回
程
度

は
食
べ
て
も
大
丈
夫
で
あ
る
こ
と

③
肥
満
に
注
意
し
、
一
日
30
分
程
度

の
歩
行
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
無
理

の
な
い
運
動
を
す
る
こ
と

④
料
理
に
自
信
の
あ
る
方
は
、
積
極
的

に
料
理
教
室
等
に
参
加
し
、
伝
統

料
理
等
を
次
世
代
に
伝
え
る
こ
と

　

各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
、「
家
庭
・

社
会
に
お
け
る
役
割
」、「
食
生
活
」、

「
体
の
健
康
」、「
心
の
健
康
」、「
歯
・

口
の
健
康
」
に
つ
い
て
、
理
解
し
実

践
し
な
が
ら
、
生
涯
を
通
じ
た
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
健
や
か
な

人
生
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

　

な
お
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の

取
り
組
み
目
標
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
『
第

２
期
仙
北
市
食
育
推
進
計
画
』
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

運
転
免
許
を
返
納
ま
た
は
失
効
し
た

方
が
市
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

際
、
利
用
料
金
の
支
払
い
時
に
割
引
回

数
券
を
運
転
員
に
渡
す
こ
と
で
、
そ
の

料
金
が
１
回
の
乗
車
に
つ
き
１
０
０
円

引
き
と
な
り
ま
す
。

　

割
引
回
数
券
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る

方
は
仙
北
警
察
署
で
発
行
さ
れ
る
証
明

書
類
を
持
参
の
う
え
、
企
画
政
策
課
や

各
地
域
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
回
数
券
は
書
類
を
審
査
・
確

認
が
必
要
で
す
の
で
即
日
交
付
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
警
察
署
で
発
行
さ
れ
る
証
明
書
類
／

次
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
つ
。
②
、
③

は
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
。

①
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書

仙
北
市
免
許
返
納
者
優
遇
制
度
を
創
設
し
ま
し
た

②
運
転
経
歴
証
明
書

③
運
転
免
許
経
歴
証

明
書
（
65
歳
以
上

の
交
付
対
象
者
）

●
回
数
券
の
発
行
枚
数
／
お
ひ
と
り
様

１
０
０
枚

●
回
数
券
を
使
用
で
き
る
路
線
／

◎
仙
北
市
管
内
を
運
行
す
る
羽
後
交
通

路
線
（
秋
北
バ
ス
が
運
行
す
る
八
幡

平
線
と
観
光
バ
ス
は
除
き
ま
す
。）

◎
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
白
岩
・

神
代
・
西
木
北
部
・
西
木
南
部
（
普
通

タ
ク
シ
ー
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。）

◎
秋
田
内
陸
線　

全
線

◎
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
ス
マ
イ
ル
バ

ス
全
路
線

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎
（
43
）
１
１
１
２

07
10

08

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
市
と
一

緒
に
地
域
で
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み

を
推
進
、
普
及
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
市
の
介
護
予
防
教
室
の
お
手
伝
い

や
地
域
で
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し

ま
す
。
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
で
き
る

こ
と
を
一
緒
に
考
え
、
楽
し
み
な
が
ら

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
仕
事
や
子
育

て
に
ひ
と
段
落
し
た
あ
な
た
の
参
加
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
／
介
護
予
防
活
動
に
関
心
の
あ

る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ

め
た
い
方
、
自
分
の
生
き
が
い
づ
く

り
や
仲
間
作
り
を
し
た
い
方

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
（
き
ら
め
き
隊
）

養
成
講
座
受
講
者
募
集

●
内
容
／

①
《
講
義
》
介
護
予
防
、
活
動
に
つ
い
て

　
《
実
技
》
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

②
《
実
技
》
高
齢
者
の
運
動
と
効
果
等

※
２
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。
お
近
く
の
会

場
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
会
場
と
日
程
／

◎
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

　

①
２
月
27
日 

金 

10
時
～
12
時

　

②
３
月
20
日 

金 

10
時
～
12
時

◎
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　

①
３
月
２
日 

月 

10
時
～
12
時

　

②
３
月
13
日 

金 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
申
込
期
限
／
２
月
24
日 

火 

※
申
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
詳
し
い
日

程
・
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
西

木
庁
舎
）
☎
（
43
）
２
２
８
３

　

近
年
、
国
外
か
ら
の
旅
行
者
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
に
は

１
０
０
０
万
人
を
超
え
、
平
成
26
年
も

10
月
で
す
で
に
１
１
０
０
万
人
を
数

え
、
今
後
も
増
加
傾
向
が
続
く
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
外
国
人
旅
行
者
の
国
内
消
費

を
増
や
す
た
め
、
昨
年
10
月
か
ら
一
般

物
品
（
家
電
、
バ
ッ
グ
等
）
に
加
え
、

消
耗
品
（
食
品
、
飲
料
、
薬
品
等
）
も

免
税
販
売
が
で
き
る
よ
う
制
度
を
拡
充

し
ま
し
た
。

　

外
国
人
旅
行
者
が
多
い
地
域
で
は
、

消
費
税
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
で
利
用
が

増
加
し
、
売
り
上
げ
が
ア
ッ
プ
す
る
可

能
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
。

　

県
内
の
免
税
店
は
ま
だ
少
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
機
会
に
免
税
店
申
請
の
検

討
を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
免
税
店
と
な
る
た
め
に
は
／

◎
販
売
場
が
あ
り
、
対
応
す
る
人
員
（
専

属
の
必
要
な
し
）
が
い
て
、
手
続
き
に

必
要
な
カ
ウ
ン
タ
ー
等
が
あ
る
こ
と

◎
税
務
署
の
許
可
を
受
け
る
こ
と

◎
国
税
の
納
税
義
務
を
適
正
に
履
行
し

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

外
国
人
旅
行
者
を
対
象
と
し
た
消
費
税
免
税
店
制
度

免
税
店
に
な
っ
て
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
！●

免
税
の
手
続
き
の
流
れ
／
パ
ス
ポ
ー

ト
の
確
認 ⇒

 

物
品
購
入
記
録
票
・

購
入
者
誓
約
書
の
作
成 ⇒

 

物
品
購

入
記
録
票
を
パ
ス
ポ
ー
ト
に
貼
付 

⇒

 

購
入
者
誓
約
書
の
保
存
（
７
年
）

●
免
税
の
要
件
／

◎
一
般
物
品
は
、
１
人
１
店
舗
で
１
日

の
販
売
額
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合

に
免
税
該
当

◎
消
耗
品
は
、
１
人
１
店
舗
で
１
日
の

販
売
額
が
５
千
円
を
超
え
50
万
円
ま

で
の
場
合
に
免
税
該
当

◎
消
耗
品
に
つ
い
て
は
、
指
定
さ
れ
た

方
法
に
よ
り
包
装
す
る
こ
と

●
問
合
せ
／
商
工
課
（
中
町
庁
舎
）

　
☎
（
43
）
３
３
５
１

　

東
北
運
輸
局
国
際
観
光
課

　
☎
０
２
２-

７
９
１-

７
５
１
０

　

仙
北
市
の
放
射
性
物
質
測
定
状
況

（
一
般
食
品
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
実
施
日
／
１
月
５
日 

月 

～
31
日 

土 

●
検
査
調
理
場
／
田
沢
湖
・
角
館
・
西

木
の
各
給
食
セ
ン
タ
ー
、
生
保
内
・

神
代
・
に
こ
に
こ
・
ひ
の
き
な
い
・

角
館
（
白
岩
小
百
合
、
角
館
西
、
中

川
）
の
各
保
育
園
、
に
し
き
園

※
角
館
地
区
の
保
育
園
で
は
、
角
館
保
育
園

仙
北
市
の
放
射
性
物
質
測
定
状
況
（
一
般
食
品
）

が
給
食
食
材
を
一
括
購
入
し
て
い
ま
す
。

●
測
定
項
目
／
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
・
セ

シ
ウ
ム
１
３
７

●
測
定
結
果
／
測
定
下
限
値
未
満

※
測
定
下
限
値
10 

ベ
ク
レ
ル

／
キ
ロ
グ
ラ
ム

※
50 

ベ
ク
レ
ル

／
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
上
の
測
定
値
が
出
た
場
合

は
食
材
の
使
用
を
中
止
さ
せ
ま
す
。

●
問
合
せ
／
生
活
環
境
課
（
角
館
庁
舎
）

☎
（
43
）
３
３
０
８

見本

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
市

町
村
か
ら
仙
北
市
へ
避
難
さ
れ
て
い
る

方
々
に
、『
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ

ム
』
へ
の
登
録
を
お
す
す
め
し
て
い
ま

す
。
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
に
登

録
さ
れ
た
方
々
に
は
、
避
難
元
の
県
や

市
町
村
か
ら
大
切
な
お
知
ら
せ
が
届
く

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
仙
北
市
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
、
住
所
異
動
や

避
難
終
了
の
際
は
、
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
総
務
課
総
務
係
（
田
沢
湖

庁
舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
１

●総務課　☎43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎43-1351　
●神代出張所（サポートセンター）　☎43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎48-2001　
●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎49-2159
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保
健
・
健
康
の
掲
示
板

B
ulletin board

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

市
立
角
館
総
合
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
薬
剤
師
会
よ

り
当
院
の
処
方
箋
Ｆ
Ａ
Ｘ
コ
ー
ナ
ー
の

営
業
時
間
を
２
月
１
日
よ
り
次
の
と
お

り
変
更
す
る
旨
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
営
業
時
間
／
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
除
く
）
９
時
～
15
時

◆
問
合
せ
／
市
立
角
館
総
合
病
院

　
☎
（
54
）
２
１
１
１

10
時
～
11
時

　
　
仙
北
市
役
所 

角
館
庁
舎

12
時

30
分
～
16
時

　
　
国
土
交
通
省 

　
　
角
館
国
道
維
持
出
張
所

問合せ　

保健課  ☎ 55-1112

冬
期
間
は
、
血
液
が

大
変
不
足
し
ま
す
。

あ
な
た
の
元
気
を
、

わ
け
て
く
だ
さ
い
。

23
日
月

２
月
の
献
血
日
程

全
血

問合せ  仙北市健康管理センター  ☎　55-1112

気になるけれど聞いてみるのは気がひける「がん」

に関する率直な質問。

市民の皆さんを代表して、大腸がん撲滅推進ボ

ランティアの皆さんに聞いた「今聞いてみたい

こと、関心があること」にお答えします。

今回は「大腸がんに自覚症状ってあるの？」について紹介します。

自覚症状は出ます。血便、下痢と便秘の繰り返し、腹痛、貧血、

便が細くなる、などです。ただ、これらの症状が発生するのは

進行してしまってからで、一般的には早期の段階では自覚症状

はありません。大腸がんは、早期であればほぼ100％近く治すこ

とができますが、進行すればするほどその治療成績は悪くなっ

てしまいます。

「健康状態に自信があり、必要性を感じないから」「心配な時はい

つでも医療機関を受診できるから」――国民生活基礎調査で毎回

『健診や人間ドックを受けなかった理由』の上位に挙がる項目です。

しかし、がんは今や二人に一人がかかる国民病です。程度の差

はありますが、例え完璧な食生活や運動習慣を実施している方

でも、かかることは全く珍しくありません。また、がん検診は

そもそも症状がない、つまり元気でピンピンしている人が受け

るべきものです。症状がない段階だからこそ早期で発見し治療

につなげることができるのです。

がんや検診への正しい理解があれば、「健康に自信があるし、も

し体調が悪くなったらその時病院に行けばいい。だから検診は

受けない」という判断がいかに間違っている

かが分かるでしょう。

いかがでしたか？検診って大事なんですね。

健康情報

みなさんの

気になる質問！

Ｑ 大腸がんにかかった時の医療費ってどれくらい？

Ｑ がんにならないためにはどんな運動がいいの？

Ｑ 大腸がんに自覚症状ってあるの？

Ｑ 歳を重ねるとがんになりやすいの？

Ｑ 便検査で陽性になると、その瞬間にがんだと思っ

てしまう人が多いと思う

Ｑ 内視鏡検査はやっぱり怖いイメージ

Ｑ 内視鏡検査の事前処置が簡単にできればいいな

Ｑ 食生活と肥満、大腸がんとの関係性を知りたい

Ｑ ストレスってがんに影響するの？

Ｑ がんになった方の体験談をうかがいたい

　

毎
週
水
曜
日
の
夜
、
西
木
公
民
館

の
２
階
か
ら
太
鼓
の
音
が
響
き
渡
り

ま
す
。
西
木
地
区
の
子
ど
も
達
で
構

成
さ
れ
て
い
る
『
く
り
っ
こ
太
鼓
』

の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
太
鼓
の
練
習

を
し
て
い
る
音
で
す
。
昨
年
の
国
民

文
化
祭
で
は
角
館
駅
前
で
演
奏
を
披

露
す
る
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で

練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
男
の
子
５
人
、
女
の
子
４
人

み
ん
な
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
太
鼓
を
叩
い
て
み
た
い
な
ど
興

味
の
あ
る
方
、
新
し
い
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

く
り
っ
こ
太
鼓

生
涯
学
習

生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

※
企
業
の
部
『
最
優
秀
賞
』、『
優
秀

賞
』
は
該
当
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最優秀賞   荒澤映子

《
個
人
の
部
》

《
団
体
の
部
》

《
企
業
の
部
》

最優秀賞
大曲養護学校せんぼく分教室

各部門受賞者（敬称略）

　
市
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。
参

加
し
て
み
た
い
な
ど
、
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
は
代

表
者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
紹
介

仙
北
市
花
の
あ
る
街
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催

　

仙
北
市
花
の
あ
る
街
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
は

市
民
一
人
ひ
と
り
が
花
を
通
じ
て
心
の
豊
か
さ

を
育
み
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
交
流
の
場
を
創

出
す
る
こ
と
を
目
的
に
今
年
度
か
ら
始
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

初
年
度
に
も
関
わ
ら
ず
、
個
人
の
部
に
15
件
、

お
知
ら
せ

仙
北
市
生
涯
学
習

人
材
バ
ン
ク
講
師
紹
介

　

新
し
く
何
か
を
学
び
た
い
、
趣
味
や
特
技
を
持

ち
た
い
な
ど
と
思
っ
て
も
教
え
て
く
れ
る
人
が
い

る
か
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
仙
北
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
に
は
、
市
内

に
住
む
様
々
な
分
野
の
講
師
の
方
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
講
師
の
方
が
い
ま
し

た
ら
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第3回仙
北
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
講
師
一
覧

社
会
（
文
学
、
歴
史
、
民
俗
な
ど
）

氏
名

キ
ー
ワ
ー
ド

草
彅 

俊
一

郷
土
歴
史
、
民
俗
、
伝
統
継
承

平
岡 

三
郎

地
方
の
歴
史
・
文
化
お
よ
び
民
俗

等
に
つ
い
て

大
山 

文
夫

田
沢
湖
の
今
昔
、
仙
岩
峠
、
そ
の

歴
史
と
文
学
ほ
か

大
石 

淳

郷
土
の
歴
史
・
民
俗

ス
ポ
ー
ツ
（
体
操
・
各
種
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）

氏
名

キ
ー
ワ
ー
ド

草
彅 

俊
一

ス
キ
ー

大
牧 

徳
二
郎

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ほ
か
軽
ス

ポ
ー
ツ
の
紹
介

草
彅 

良
子

徒
手
体
操

大
石 

貴
志
子

健
康
体
操

家
庭
（
衣
・
食
・
育
児
な
ど
）

氏
名

キ
ー
ワ
ー
ド

渡
辺 

里
美

着
付
け
、
組
み
ひ
も

橋
本 

敦
子

昔
語
り
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居

斉
藤 

妙
奈
子

手
作
り
パ
ン
教
室

小
松 

龍
子

手
話
（
あ
い
さ
つ
や
日
常
会
話
が

で
き
る
よ
う
に
）

伊
藤 

一
男

料
理
教
室

《
敬
称
略
》

活動日時  毎週水曜日 19:00 ～ 21:00   会員数   9 人
活動場所  西木公民館『大集会室』    代表者   佐藤 隆一  ☎ 090-2793-7742

太鼓の音とともに元気な掛け声を響かせて練習に励む『く
りっこ太鼓』のメンバー。

団
体
の
部
に
７
件
、
企
業
の
部
に
４
件
の
応
募

が
あ
り
、
自
宅
の
庭
や
玄
関
前
に
並
べ
ら
れ
た

鉢
植
え
な
ど
で
飾
ら
れ
た
個
性
豊
か
な
花
壇
が

数
多
く
集
ま
り
ま
し
た
。
応
募
花
壇
の
中
か
ら

各
部
門
毎
に
最
優
秀
賞
な
ど
を
決
定
し
、
１
月

17
日
に
開
催
さ
れ
た
『
仙
北
市
景
観
シ
ン
ポ

優
秀
賞   

佐
々
木
ハ
マ
子

優
秀
賞   

武
蔵
野
上
３
町
内
会

優
秀
賞   

北
小
山
田
常
会

優良賞   ショートステイ田沢湖

優
秀
賞   

鈴
木
利
男

ジ
ウ
ム
』
に
併
せ
て
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
来

年
度
も
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

医
療
職
を
目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん
へ

修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す

　
将
来
、
仙
北
市
立
病
院
（
市
立
角
館
総

合
病
院
ま
た
は
市
立
田
沢
湖
病
院
）
に
勤

務
し
よ
う
と
す
る
学
生
に
修
学
資
金
を
貸

与
し
、
市
立
病
院
に
お
け
る
医
療
従
事
者

の
確
保
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
職
種
・
人
数
／

　
医
師
１
人
、
看
護
師
２
人

◆
対
象
者
／

①
平
成
27
年
４
月
に
大
学
や
専
門
学
校

等
入
学
予
定
者

②
大
学
や
専
門
学
校
等
在
籍
者

◆
貸
与
月
額
／

　
医
師
20
万
円
、
看
護
師
５
万
円

◆
入
学
一
時
金
／

　
医
師
（
最
大
）
８
０
０
万
円
、
看
護

師
10
万
円

◆
募
集
締
切
／
２
月
27
日 

金 

必
着

◆
応
募
書
類
お
よ
び
資
料
／
角
館
総

合
病
院
へ
請
求
ま
た
は
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

◆
そ
の
他
／
貸
与
条
件
等
詳
細
は
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
市
立
角
館
総
合
病
院

　
☎
（
54
）
２
１
１
１

問

答
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2 月 28 日（土）、3 月 1 日（日）のフリースタイ

ルスキーワールドカップ（モーグル）開催までいよ

いよ 2 週間余り。コースやフィニッシュ付近などの

大会会場の準備も大詰めを迎え、たざわ湖スキー場

もワールドカップ一色になってきました。今号では、

詳しい大会スケジュールや注目選手をご紹介します。

2015  FIS  フリースタイルスキーワールドカップ
秋田たざわ湖大会 組織委員会事務局

（仙北市教育委員会 スポーツ振興課内）

☎ 0187-43-3390　　FAX  0187-54-1727
E-mail  akita.tazawako.oc@gmail.com

開催間近！

問合せ

歴
史
あ
る
角
館
に
は

代
々
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た

享
保
雛
や
古
今
雛
の
古
雛
を
は
じ
め

押
絵
雛
や
土
人
形
の
お
雛
様
が

数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
雛
様
に
ち
な
ん
だ
色
と
り
ど
り
の

雛
御
膳
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ガ
イ
ド
と
と
も
に
楽
し
む

ガ
イ
ド
付
き
雛
め
ぐ
り
な
ど

楽
し
い
企
画
も
満
載
で
す
。

こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
町
歩
き
を

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

角
館
雛
め
ぐ
り

気候変動キャンペーン『Fun to Share』とは

環境省が呼びかける気候変動キャンペーンで

す。地球温暖化防止のために、最新の知恵を

みんなで楽しくシェアしながら、豊かな低炭

素社会をつくっていこうよ！という合言葉で

す。さまざまな地域や団体、企業、一部の人しか知らない知恵を

みんなでシェアして、みんなで使って、日本のライフスタイルを

変えていきませんか。ホームページでは個人の方によるサポーター

登録も受け付けています。

詳しくは

http://funtoshare.env.go.jp/ 　または、

FIS フリースタイルスキー ワールドカップ

秋田たざわ湖大会は

『Fun to Share』
の特別協力を得て開催しています

Fun to Share

まちづくり
日記

　

仙
北
市
内
は
、
各
地
の
小
正
月
行
事
や
県
初
の

モ
ー
グ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
で
、
い
つ
も

な
が
ら
賑
や
か
で
す
。
そ
ん
な
中
、
こ
の
ご
時
世

と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
カ
ン
デ
ャ
ッ
コ
あ
げ
（
檜

木
内
の
中
里
塞
之
神
を
祀
る
習
俗
）
に
注
目
度
が

高
ま
っ
て
い
る
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
酒
席
の
こ

と
で
大
風
呂
敷
で
す
が
、「
日
本
国
中
が
人
口
減
少

で
、
秋
田
県
は
先
頭
を
走
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
。

縁
結
び
や
子
宝
祈
願
で
実
績
の
多
い
カ
ン
デ
ャ
ッ

コ
あ
げ
は
、
日
本
を
救
う
小
正
月
行
事
だ
。
総
理

や
知
事
に
カ
ン
デ
ャ
ッ
コ
を
あ
げ
て
も
ら
お
う

じ
ゃ
な
い
か
」
と
…
。

　

そ
こ
で
さ
っ
そ
く
、
知
事
に
３
月
５
日
（
旧
暦

で
１
月
15
日
）
カ
ン
デ
ャ
ッ
コ
あ
げ
の
ご
案
内
を

し
ま
し
た
（
さ
す
が
に
総
理
に
は
お
声
か
け
を
し

て
い
ま
せ
ん
）。
知
事
は
名
古
屋
に
出
張
予
定
が
あ

る
そ
う
で
、
参
加
で
き
な
い
こ
と
を
残
念
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ご
存
じ
な
い
方
に
少
し
説
明
を
加
え
る
と
、
こ
の

行
事
は
檜
木
内
の
中
里
塞
之
神
（
さ
い
の
か
み
）
の

お
祭
り
で
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ

る
全
国
無
二
の
奇
習
で
す
。
し
め
縄
の
一
方
に
朴
の

木
で
作
っ
た
小
型
の
鍬
（
ク
ワ
）
を
、
も
う
一
方
に

は
ク
ル
ミ
の
木
を
彫
り
込
ん
だ
男
根
を
結
わ
え
て
一

組
で
す
。
畑
を
耕
し
種
を
播
く
象
徴
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
を
桂
の
ご
神
木
に
投
げ
掛
け
ま
す
。
掛
か
れ
ば

縁
結
び
や
子
宝
祈
願
が
成
就
し
、
ま
た
カ
ン
デ
ャ
ッ

コ
を
持
ち
帰
り
、
こ
れ
を
柿
の
木
な
ど
に
掛
け
て
お

く
と
実
の
付
き
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
は
以
前
、
自
分
も
広
報
の
取
材
で
毎
年
出
か

け
て
、
毎
年
の
よ
う
に
子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

奥
様
か
ら
は
、
も
う
行
っ
て
く
れ
る
な
と
言
わ
れ

る
く
ら
い
、
効
果
は
テ
キ
メ
ン
で
す
。

　

仙
北
市
も
人
口
減
少
や
定
住
対
策
、
子
育
て
支
援

の
充
実
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
解
決
策
が
〝
神
頼
み
〟
の
み
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

先
ご
ろ
明
ら
か
に
な
っ
た
国
の
地
方
創
生
は
、
結

婚
応
援
や
子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
緊
急

支
援
交
付
金
を
各
自
治
体
に
交
付
し
、
具
体
の
行

政
政
策
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

注
目
度
が
高
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
と
セ
ッ

ト
の
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
事
業
で
す
。
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
効
果
が
地
方
に
は
届
い
て
い
な
い
と
の
声

に
答
え
、
と
に
か
く
地
域
内
で
消
費
活
動
を
活
発

化
す
る
こ
と
に
多
額
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
政
策
予
算
（
例
え

ば
結
婚
や
子
育
て
応
援
の
新
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
の
発
行
な
ど
）
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
間
も
な
く
開
催
の
市
議
会
で
議
論
を
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
カ
ン
デ
ャ
ッ
コ
あ
げ
が
日
本
を
救
う
？
』

No.76

展示期間

2月21日（土）～3月22日（日）

仙北市商工会角館本所「かつらぎ」

10:00～
餅つき・振舞餅
子どもたちの手踊りと歌の披露

オープニングセレモニー

お問い合わせ・お申し込みは…

仙北市商工会角館本所　 ☎ 0187-54-2304
（土日祝日除く9:00～17:00）

観光案内所「角館駅前蔵」☎ 0187-54-2700
（期間中　9:00～17:00）

ガイド付き雛めぐり《要予約》
2月21日（土）～ 3月8日（日）

所要   約 2 時間

出発   ① 10:00　② 11:00　③ 13:00
料金   おひとり様 1,500 円

　　　 団体割引 (10 名様以上 )1,000 円

　　 　「雛御膳」付き　お一人様 3,500 円

　　　　満喫の雛めぐり

所要   約 5 時間（昼食時間を含む）

集合   角館駅前蔵

出発   期間中の土・日曜日のみ  出発時間 10:30
料金   お一人様 3,000 円

　　 　「雛御膳」付き　お一人様 5,000 円

※Ａ、Ｂコースとも 2 名様以上で 2 日前までにお申し込みく

ださい。料金は受付の際にお支払い願います。なお、当日

キャンセルの場合はキャンセル料が発生します。

※駐車場をご利用の方は予約時にお知らせください。

2
21

Ａコース

Ｂコース

Moguls
  8:30　公式トレーニング（女子）

  9:05　モーグル女子予選

10:00　公式トレーニング（男子）

11:00　モーグル男子予選

13:15　決勝進出者公式トレーニング（男女）

14:00　モーグル女子決勝（16 名）

14:25　モーグル男子決勝（16 名）

14:55　モーグル女子決勝（6 名）

15:05　モーグル男子決勝（6 名）

15:20　表彰式（ゴールエリア）

２月２８日（土）
モーグル (ＭＯ )
競技スケジュール

DualMoguls
10:05　公式トレーニング（男女）

11:55　デュアルモーグル男女予選

14:00　デュアルモーグル男女決勝（16 名）

15:20　表彰式（ゴールエリア）

３月１日（日）
デュアルモーグル (ＤＭ )
競技スケジュール

大会ア
ンバサ

ダー

上村愛子
さんも来

場 !!

会場を盛り上げます

日本を代表するまでに成長した女子の中心選手。昨シーズ

ンのワールドカップ・バルサンコム大会（カナダ）のモー

グルで 3 位に入り、初の表彰台を経験。開催国の応援を追

い風にたざわ湖での活躍を期待したい。

【過去の戦績】ソチ五輪 25 位、'14 Ｗ杯福島猪苗代大会

ＤＭ 3 位

昨季までの 4 シーズン連続でＷ杯総合優勝をしているモーグ

ルの女王。ターン、エア、スピード全てがハイレベルで、抜

群の安定感を誇る。黒森山のコースをどう攻略するのか、そ

の滑りに注目したい。

【過去の戦績】バンクーバー五輪金、ソチ五輪銅、'11 ～ '14

Ｗ杯総合優勝、'15 世界選手権ＭＯ銀、ＤＭ金

2012 年シーズンから昨シーズンまで 3 季連続のＷ杯総合

優勝。昨年のソチオリンピックでは銀メダルに終わったが、

間違いなく現役最高レベルの選手。安定したターンと高難

度のエアは見もの。

【過去の戦績】ソチ五輪銀、'12 ～ '14 Ｗ杯総合優勝、'15

世界選手権ＭＯ銀、ＤＭ金

Junko Hoshino

Hannah Kearney

Mikael Kingsbury

星野純子

ハナ・カーニー

ミカエル・キングスベリー

出場予定の注目選手
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おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

相
談

募
集
募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

相
談
相
談

募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

OSHIRASE NAVIお知らせ

事業主・パートタイム労働者の皆さま
パートタイム労働法が変わります
　平成 27 年 4 月 1 日から、パートタイ

ム労働者の公正な待遇を確保し、納得し

て働くことができるようにするため、パー

トタイム労働法（短時間労働者の雇用管

理の改善等に関する法律）や施行規則、

パートタイム労働指針が変わります。詳

しくは下記までお問い合わせください。

【 問 合 せ 】秋田労働局雇用均等室  ☎

018-862-6684

灯油などの流出事故に注意し
ましょう！
　油の流出事故が

発生すれば、油の

処理と回収に多大

な費用がかかる場

合があります。そ

の費用は当事者が

負担しなければな

りません。ポリタ

ンクなどに灯油を小分けする際や、雪下

ろしや除排雪をする際は十分に注意する

ようお願いします。

【次の点には特に注意を】◎配管に腐食

や亀裂がないか定期的に点検しましょ

う ◎除排雪の際にタンクや給油管を傷

つけないように注意しましょう  ◎給

油管を保護して落雪等による破損を防

止しましょう  ◎灯油の詰め替え中に

はその場を離れないようにしましょう  

◎作業後はタンクの栓がしっかり閉め

られているか確認をしましょう

【問合せ】角館消防署  ☎54-2302　総

合防災課  ☎ 43-1115　生活環境課  

☎43-3308

郵便局からのお知らせ
　受験シーズンに入り、入学願書等の受

験関係郵便物が数多く差し出されていま

す。悪天候や交通事情等により郵便物の

送達に遅れが生じる場合がありますので、

入学願書など期限のある郵便物は、締切

日に十分間に合うよう余裕をもってお出

しいただきますようお願いします。

【問合せ】角館郵便局  ☎54-1400

あきた・県南趣味コン事務局
男女の出会いを応援します
　仙北市を含む県南地方に在住か在職し、

同一の趣味を持つ未婚の男女（24 ～ 43

歳）が席替えをしながら、異性とその日

テーマの共通の趣味について歓談。テー

マは毎回異なり、多彩です。詳しくは下

記まで。

【問合せ】あきた・県南趣味コン事務

局  ☎ 090-4169-2580　facebook 
facebook.com/ss.jimukyoku

大曲税務署からのお知らせ
平成２６年分の確定申告と納
税はお早めに！

【確定申告期限・納付期限】◎所得税及び

復興特別所得税・贈与税：3 月 16 日 月  

◎消費税及び地方消費税：3 月 31 日 火

　※申告書の提出後に、納付書の送付や

納税通知等による納税のお知らせはあ

りません。納付には、便利で安全な振

替納税（口座振替）をぜひご利用くだ

さい。※ 3 月は混雑します。特に、申

告期限間際は混雑し、長時間お待ちい

ただいていますので、早めにご来場く

ださい。また、15 時以降は混雑しがち

ですので早めの時間にご来場ください。

インターネットで所得税の確定申告書を
簡単に作成・送信できます
　国税庁ホームページ（http://www.

nta.go.jp）の『確定申告書等作成コー

ナー』では、画面の案内に沿って金額を

入力すれば、税額などが自動計算され、

申告書や決算書などを作成できます。作

成したデータは、印刷して『書面』で提

出できるほか、e-Tax を利用して電子送

信をすることもできます。詳しくは、国

税庁ホームページトップ画面の『確定申

告特集』をご覧ください。

【e-Tax を利用するメリット】◎自宅から

ネットで申告  ◎添付書類の提出省略  

◎還付がスピーディー  ◎ 24 時間受付

　※個人から財産をもらったときは贈与

税、土地・家屋・株式などの資産を譲

渡し利益が発生したときには所得税の

申告が必要になりますので、ぜひご利

用ください。

【 問 合 せ 】大曲税務署  ☎ 0187-62-

2191（自動音声によりご案内します。）

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

平成２７年度アビリティコース
４月期生の募集
　秋田職業訓練支援センターでは、求職

者を対象にものづくり分野に関する専門

的技能・知識を習得するための職業訓練

を行っています。

【訓練期間】4 月 2 日 木 ～ 9 月 30 日 

水 9:20 ～ 15:40（6 か月）

【訓練科（定員）】 ▼機械加工技術科（15

人） ▼ 電気設備科（15 人） ▼ ビル管

理技術科（18 人）

【募集期間】3 月 3 日 火 まで

【受講料】無料（テキスト代等は自己負担）

【応募資格】ハローワークに求職申込をさ

れた方で、新たな技術 ･ 技能を身につ

けて再就職を希望される方

【申込・問合せ】秋田職業訓練支援センター

訓練課 受講者第一係  ☎ 018-873-

3178

OSHIRASE NAVIイベント

仙北市社会福祉協議会
子育て支援事業『ぽかぽかサロン』
　仙北市社会福祉協議会西木支所では、

お子様と子育て中のご家族の方々が、地

域の皆さんと大型紙芝居や昔語りを楽し

みながら交流していただくサロンを開き

ます。お雛様にちなんだお菓子も用意し

ています。ぜひご参加ください。

【日時】3 月 2 日 月 10:30 ～ 12:00

【場所】紙風船館（西木町上桧木内）

【募集】お子様とご家族 10 組

【申込締切】2 月 25 日 水 

【申込・問合せ】仙北市社会福祉協議会 

西木支所  ☎48-2940

秋田県立近代美術館企画展
日々の写生 画家たちの生きた時代
　画家たちが描き続けた日々。その写生

が生まれた時にはどんなことが起きてい

たのでしょう。写生の年代や日付を追い

ながら画家たちが生きた時代をリポート

します。《観覧無料》

【会期】4 月 19 日 日 まで

【会場】秋田県立近代美術館（横手市赤坂

字富ヶ沢 62-46（秋田ふるさと村内））

【問合せ】秋田県立近代美術館 ☎0182-

33-8855

仙北市商工会主催
第６回秋田仙北屋冬がっこグ
ランプリ
　『特別審査員』と『一般審査員』により

優秀作品 5 品を決定します。優秀作品に

は、表彰式で賞状等が授与されます。

【日時】2 月 17 日 火 13:00 ～ 16:00

【場所】ワンダーモール 催事場

【同時開催】①がっこスイーツ（和風・洋

風）の試食とレシピを展示します。②

仙北市田沢湖のキャラクター『たっこ

ちゃん』が登場します。

【一般審査員募集】先着 100 名様を会場

で随時受付します。一般の方も審査に

参加できますので、ぜひご来場のうえ

『一般審査員』にお申し込みください。

【問合せ】仙北市商工会 田沢湖支所  ☎

43-0372

元気してらがフェスティバル
　仙北市、大仙市、美郷町などから地域

で活躍するグループが大集合！和太鼓、

手踊り、ダンスなど様々なジャンルのス

テージをお楽しみください。《入場無料》

【日時】2 月 22 日 日 開場 12:00　開演

13:00　11:00 からロビーにて地産地

消のお店が開店！

【会場】わらび劇場

【問合せ】NPO 法人アート夢ネットあき

た  ☎44-3970

仙北市総合情報センター主催（第６回）
パソコン講座受講生募集
① パソコン基本（４日間）

【内容】マウス･キーボード操作、文字入力、

インターネット、電子メールなど

【対象】初心者

【日時】3 月 4 日 水 、5 日 木 、11 日 

水 、12 日 木 13:00 ～ 16:00 

②エクセル基本（２日間）
【内容】計算、表作成など

【対象】パソコン基本操作をおおよそ習得

している方

【日時】3 月 18 日 水 、19

日 木 13:00 ～ 16:00

①②共通
【使用するパソコン】Windows 7

【場所】仙北市総合情報センター 研修室

（角館町田町上丁 23）

【定員】各 30 人

【申込・問合せ】仙北市総合情報センター

（土･日･祝日を除く）  ☎43-3339

※テキストについては、学研の『わかる

パソコン入門　Windows7』（1,200

円）を書店（ブックイン 105 など）

で購入し持参願います。

OSHIRASE NAVI相談

秋田弁護士会から
無料法律相談を開催します
　秋田弁護士会では、より身近でお気軽

に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき

るよう、仙北市と共催で次のとおり無料

法律相談を開催します。

【日時】2 月 25 日 水 13:30 ～

【会場】角館交流センター 第 2 研修室

【相談員】佐々木優弁護士

【相談内容】◎一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ◎サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ◎中小企業・個人

事業に関するご相談 ◎高齢者・障がい

者に関するご相談 ◎交通事故に関する

ご相談 ◎子どもに関するご相談

【申込方法】事前に電話予約が必要です。

総務課総務係に電話であらかじめ予約

してください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1 日先着 5 人。1 人 30 分

以内。（① 13:30 ～ 14:00  ② 14:05

～ 14:35  ③ 14:40 ～ 15:10  ④

15:15 ～ 15:45  ⑤ 15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVI募集

平成２７年度『統計の日』の
標語を募集しています
　総務省では統計の日（10 月 18 日）

を周知するための標語（スローガン）を 

募集しています。どなたでも応募できま

す。詳しくは下記のホームページをご覧

ください。

【募集期限】3 月 31 日 火 

【募集詳細】総務省政策統括官室ホーム

ページ  http://www.soumu.go.jp/

　toukei_toukatsu/info/guide/

　02toukatsu01_03000077.html 

秋田被害者支援センター
平成２７年度ボランティア支
援員募集！
　秋田被害者支援センターは、犯罪や事

故等に遭われた被害者とそのご家族の

方々の悩みの軽減や心のケアを目的に、

ボランティアの支援活動員による電話相

談、法定や病院等への付き添い支援等を

行っています。センターでは、支援活動

をさらに強化するため、ボランティア支

援員を募集します。

【募集する支援活動員】約 10 人

【応募資格】① 20 歳以上の心身ともに健

康な方  ②電話相談や支援活動に必要

な知識、技術を取得してもらうため、

当センターが実施する専門的な研修（概

ね 100 時間）を受けることができ、

支援活動ができる方

【募集期限】2 月 28 日 土 

【応募方法】ホームページをご覧いただく

か、下記までお問い合わせください。

【問合せ】秋田被害者支援センター  ☎

018-893-5935

仙北市老人クラブ連合会
いっしょに活動しませんか
　老人クラブは高齢者福祉団体です。『好

かれる・話せる・役立つ』そんな高齢者

像を目指し、様々な活動を通して地域社

会に貢献しています。充実した人生第二

のスタートを老人クラブから始めません

か？現在、会員を募集中です。

【問合せ】仙北市老人クラブ連合会  ☎

43-1198
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１６ 月

●三浦雄一郎・猪谷千春「講演会」IN 秋田（仙北市民会館 13：30 ～16：30） 2/1･P16

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（西木公民館 10：00 ～12：00） 2/1･P17

●編み物教室 20日まで（山鳩館 9：00 ～16：00） 1/16･P11

１７ 火 ●第6回秋田仙北屋冬がっこグランプリ（ワンダーモール催事場13：00 ～16：00） P16

●にこにこ元気塾（田沢湖総合開発センター13：30 ～15：00） 6/1･P13

１８ 水

●えくぼの会（角館交流センター10：00 ～14：00） 2/1･P11

●こころの相談（健康管理センター） 2/1･P11

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター13：00 ～16：00） 2/1･P17

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13：00 ～16：00） 2/1･P17

●第5回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 1/16･P12

●『飾り巻き寿司』でおひなまつり（旧石黒（恵）家13：30 ～） 1/16･P12

●ペン習字教室（田沢湖総合開発センター10：00 ～12：00） 12/16･P11

１９ 木
●わくわく広場（健康管理センター10：00 ～14：00） 2/1･P15

●リズムダンス教室（西木公民館 14：00 ～15：00） 1/16･P11

●第5回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00） 1/16･P12

２０ 金
●笑いの会（健康管理センター10：00 ～11：30） 2/1･P11

●みんなで楽器どご吹ごうDay!（田沢交流センター19：30 ～ 21：30） 2/1･P17

２１ 土
●角館雛めぐり 3月22日まで P15

●田沢湖高原雪まつり（たざわ湖スキー場特設会場10：00 ～） 2/1･P8

２２ 日
●元気してらがフェスティバル（わらび劇場13：00 開演）P16

●田沢湖高原雪まつり（たざわ湖スキー場特設会場10：00 ～） 2/1･P8

２３ 月
●献血（詳しい時間・場所は13 ページをご覧ください）P13

●編み物教室 27日まで（山鳩館 9：00 ～16：00） 1/16･P11

２４ 火

２５ 水

●無料法律相談（角館交流センター13：30 ～）P16

●こころの相談（角館交流センター） 2/1･P11

●手作り教室（田沢湖図書館 10：00 ～） 2/1･P13

●行政相談所開設日（桧木内出張所 13：00 ～16：00） 2/1･P17

●ペン習字教室（田沢湖総合開発センター10：00 ～12：00） 12/16･P11

２６ 木
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～16：00） 2/1･P17

●リズムダンス教室（西木公民館 14：00 ～15：00） 1/16･P11

●『飾り巻き寿司』でおひなまつり（旧石黒（恵）家13：30 ～） 1/16･P12

２７ 金
●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17：15 ～19：00） P8

●介護予防サポーター養成講座（角館交流センター10：00 ～12：00）P10

２８ 土

● 2015 FIS フリースタイルスキーワールドカップ秋田たざわ湖大会（たざわ湖ス
キー場 9：05 ～）P14

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10：00 ～） 2/1･P13

●衣類のリサイクル教室（西木公民館 13：00 ～16：00） 12/1･P28

3/ １ 日
● 2015 FIS フリースタイルスキーワールドカップ秋田たざわ湖大会（たざわ湖ス
キー場11：55 ～）P14

●角館高校卒業式

２ 月
●介護予防サポーター養成講座（田沢湖健康増進センター10：00 ～12：00）P10

●ぽかぽかサロン（紙風船館 10：30 ～12：00）P16

３ 火 ●こころの相談（田沢湖健康増進センター）2/1･P11

４ 水
●第6回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00）P16

●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13：00 ～16：00） 2/1･P11

５ 木

●第6回パソコン講座（総合情報センター13：00 ～16：00）P16

●なろか（市役所田沢湖庁舎前広場18：30 ～） 2/1･P8

●中里のカンデッコあげ（西木町桧木内字中里18：30 頃～） 2/1･P8

●リズムダンス教室（西木公民館 14：00 ～15：00） 1/16･P11

６ 金 ●青谷明日香　春待ちライブ（仙北市民会館 19：00 ～） 2/1･P16

７ 土

仙北市カレンダー ２/１６月  ～３/７土

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日

●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300

● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● URL　http://www.city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　

●印刷　㈱仙北印刷所

No.172

ＩＮＤＥＸ
2-3

4-7

8-11

12

13

14

15

16-17

18

ちいきのわだい

角館総合病院 新病院建設事業概要

市役所からのお知らせ／食育っ
て何だろう？

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

保健・健康の掲示板

2015 FIS フリースタイルスキー
ワールドカップ秋田たざわ湖大会

まちづくり日記／角館雛めぐり

おしらせナビ

カレンダー・目次

つ ぶ や き

広報担当者の

SR　白岩城址燈火祭で『館山』
の参道に灯されるかがり火約
500 個。この準備の様子を写真
に収めようと朝から山登り。当
日は好天に恵まれ気温もやや高
め。固かった雪も時間と共に解
け、腰までぬかるむルートもあっ
たりで…。ハードすぎる取材で
した。準備された皆さん、大変
お疲れ様でした！

TK　雪下ろし技能講習会を取材
しました。少しの心がけを忘れな
いことで万が一の時に自分の命
が守られるということを改めて感
じました。少しずつ春めいてきた
かなと思っていたところにまたし
ても大雪。まだまだ冬は続きそう
です。雪下ろしをする際は身の安
全に十分注意しましょう。

YR　2015 フリースタイルスキー
秋田・田沢湖モーグル競技会を
撮影にたざわ湖スキー場へ。は
じめて観戦しましたが、黒森山
ゲレンデの急斜面での出場選手
達の迫力ある滑りとジャンプに
圧倒されました。すごかった。2
月 28 日、3 月 1 日のワールドカッ
プも楽しみです。
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